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松本  舞  
 
序 ティボルトと猫の王 ― 猫の命、女の命 
 
ウィリアム・シェイクスピア (William Shakespeare, 1564-1616) の戯曲『ロミオとジュ




Tybalt, you ratcatcher, will you walk? 
TYBALT  
What wouldst thou have with me?  
MERCUTIO  
Good King of Cats, nothing but one of your  
nine lives, that I mean to make bold withal, and, as  
you shall use me hereafter, dry-beat the rest of the 
eight．Will you pluck your sword out of his pilcher  
by the ears? Make haste, lest mine be about your ears  
ere it be out.  
TYBALT  
I am for you. [Draws.] 
 
(William Shakespeare, Romeo and Juliet, 3.1. 74-79) 
                                                  
1 本論は、広島大学・徳島大学・山口大学主催の次世代研究者育成プログラム「未来を拓く
地方協奏プラットフォーム」のラボ・ローテーションの一環として、コンソーシアム活動
経費にて島根大学にて訪問研究を行った（平成 28 年 10 月から平成 29 年 3 月）成果の一部
である。また、本論は、「本の学校」今井ブックセンターで開催された、第 15 回「文藝学
校」講演会における筆者の「あなたの知らない猫の世界 ―猫と英文学、猫とヒトの時空間」
と題された講演（平成 29 年 7 月）及び、福岡県北九州市のラジオ局 FMKITAQ で筆者が








    マキューシオ 
      ティボルト、ネズミ捕りめ、やる気があるのか？ 
  ティボルト 
   俺をどうしようというのだ？ 
  マキューシオ 








マキューシオは、昔話に登場する「ティベルト」(Tybert) という「猫の王」(‘Prince of Cats’, 
William Shakespeare, Romeo and Juliet, 2. 4. 19) のエピソードに言及した後に、からか
い半分でティボルトに闘いを挑む。ここでマキューシオは「九つの命があるのなら、その
うち立った一つだけ頂戴する」といっている。これは、「猫に九生あり、女に九猫の生あり」





                                                  
2 一説では、この言葉は、17 世紀英国の歴史家、トマス・フラー (Thomas Fuller, 1608-1668) 
に拠るものだと言われている。オールドフィールド・ハウイ (W. Oldfield Howey) は三一
体の三倍の数が「九」であることや、また猫が神とみなされたエジプトにおいて、すべて
の神が「九柱」単位で数えられたことなどにより、猫の命が「九つ」あると考えられるよ
うになったと指摘している。W. Oldfield Howey, pp. 235-238 参照。また、この諺は現代の
イギリスでも多く用いられており、猫の九つの命をいう表現を下敷きにしたキャッチコピ
ーなどが多く見られる。例えば、ケネス・リリングトン (Kenneth Lillington) 篇の猫の詩
集が『ナイン ライブズ』（Nine Lives: An Anthology of Poetry and Prose Concerning Cats）
と題してあったり、ジェイムズ・ボウウェン (James Bowen) 作『ボブという名のストリ
ートキャット』(A Street Cat Named BOB) を原作とする映画のキャッチコピーが 












とにしたい。その際に、トマス・グレイ（Thomas Gray, 1716-1771) 及びウィリアム・ワ
ーズワス (William Wordsworth, 1770-1850) が描く、獲物を捕らえる猫の仕草などに隠
された、堕落と救済を確認する。そして、T・S・エリオット (T. S. Eliot, 1888-1965)、ポ
ール・ギャリコ (Paul Gallico, 1895-1976) といった、現代の詩人たちによる猫の描写を確
認し、その変遷を辿っていくことにしたい。 
 
I. 猫、はぶられる  
― トマス・グレイのセリーマ、虚栄の先の末路 
 
トマス・グレイ（Thomas Gray, 1716-1771) の作品に「金魚鉢で溺れた愛猫の死を悼む
歌」(‘Ode on the Death of a Favourite Cat Drowned in a Tub of Goldfishes’)  という詩が
                                                  
3 『マクベス』における魔女とその手先については、前号に掲載の拙論 7-12 頁を参照。 
 
4 エドワード・リア (Edward Lear, 1812-1888) は動物園の鳥類や動物などを観察し、
画家として活動していたが、動物の絵に詩をつける形でナンセンス詩として猫の物語
を書いた。これは絵本を始めとする児童文学の書物の出版の先駆けにもなったと考え

















’Twas on a lofty vase’s side,  
Where China’s gayest art had dyed  
The azure flowers that blow;  
Demurest of the tabby kind,  
The pensive Selima, reclined,  
Gazed on the lake below.  










グレイはセリーマのことを「ぶち族で一番のおしとやか」(‘Demurest of the tabby kind’) な
猫として描いている。6 この猫は「玉のような黒いお耳」(‘Her ears of jet’, l. 11) や「鼈甲





                                                  
5 ウォルポールは後にストロベリー・ヒルの家で、セリーマがおぼれ死んだ壺を台座に乗せ
て展示した。 
6 ‘demure’ は OED 3. ‘Affectedly or constrainedly grave or decorous; serious, reserved, 










セリーマは、自身の「ベルベットのような足」(‘The velvet of her paws’, l. 9)、「エメラル
ド色のおめめ」(‘emerald eyes’, l. 11) など、水面に映る自分をみて、自身にうっとりとし、
「喜んでしっぽをたて」(‘Her conscious tail her joy declared’, l. 7) 「自分を見つめて、自
画自賛で喉をゴロゴロ」(‘She saw; and purred applause’, l. 12) させている。8 そしてセ
リーマは金魚鉢の中の金魚を見つける。その姿は、「二つの天使の御姿」(‘Two angel forms’, 
l. 14) もしくは 「水の守り神」(‘The genii of the stream’, l. 15) と表現されるのだが、セ
リーマの眼には、「鱗の鎧の古代テュロスの色が/ 最高に豪華な紫色の衣に透けて、/ 黄金
色に輝いて見えた」(‘Their scaly armour’s Tyrian hue/ Through richest purple to the 
view/ Betrayed a golden gleam’, ll. 16-18)。そしてついに、セリーマは次のような行為にで
てしまう。 
 
The hapless Nymph with wonder saw; 
A whisker first and then a claw, 
With many an ardent wish, 
She stretched in vain to reach the prize. 
What female heart can gold despise? 
What cat’s averse to Fish? 















                                                  
8 尻尾による信号 (‘tail signals’) については、Morris, pp. 30-32 を参照。また、猫のゴロ
ゴロ音については Morris, pp. 14-17 を参照。 
（35）
傍らに座って、ほくそ笑んでいるのも知らないで」(‘Malignant Fate sat by, and smiled’, l. 
28)  金魚鉢の中で溺れてしまう。 
 
Eight times emerging from the flood  
She mewed to every watery god,  
Some speedy aid to send.  
No dolphin came, no Nereid stirred[.]  














Nor cruel Tom, nor Susan heard;  
A Favourite has no friend!  







とではないだろうか。9 「愛猫」(‘a Favourite Cat’) とも表現されるセリーマは、日ごろ
の待遇の差の恨みをかっているためか、溺れてしまうような事態になっても、他の猫たち
                                                  
9 トムという名は現代でも雄猫に多くつけられ、例えば、テッド・ヒューズ (Ted 
Hughes,1930-1998) は ‘Esther’s Tomcat’ と題した詩を書いている。トムという名が伝統





ないで」(‘From hence, ye beauties, undeceived’, l. 37)、「過てる一歩は決して取り返しが
つかないことを。/ そして、大胆であっても、用心深くあれ、ということを。」 (‘Know, one 
false step is ne’er retrieved, / And be with caution bold.’, ll. 38-39) と助言している。セリ
ーマが気を取られてしまった金魚は「惹きつけるもの」(‘that  tempts’, l. 40) であったが、
それは「正当な獲物」(‘lawful prize’, l. 41) ではなく、運命の女神の仕業であったとグレイ













II. 猫、葉っぱと舞う   
― ウィリアム・ワーズワスの仔猫 
 
そして、19 世紀に入ると、ロマン派の詩人、ウィリアム・ワーズワス  (William 
Wordsworth, 1770-1850) によって、仔猫の無邪気さが賛美されることとなる。 
ワーズワスは 1804 年に発表した「仔猫ちゃんと落ち葉」(‘‘The Kitten and the Falling 
Leaves’) と題した詩の中で、自身の子どもを抱きかかえて、次のように言っている。 
 
THAT way look, my Infant, lo! 
What a pretty baby-show! 
See the kitten on the wall, 
Sporting with the leaves that fall, 
Withered leaves---one---two---and three--- 
From the lofty elder-tree! 













落ち」(‘Through the calm and frosty air/ Of this morning bright and fair,/ Eddying round 
and round they sink/ Softly, slowly’, ll. 7-10)、目の前の仔猫が、落ちてくる葉っぱと次の
ように格闘するという。 
 
[. . . ] the Kitten, how she starts, 
Crouches, stretches, paws, and darts! 
First at one, and then its fellow 
Just as light and just as yellow[.] 











With a tiger-leap half way 
Now she meets the coming prey, 
Lets it go as fast, and then 
Has it in her power again[.] 










を求める願いの激しさたるや！」(‘What intenseness of desire/ In her upward eye of fire!’, 






[. . . ] one might think. 
From the motions that are made, 
Every little leaf conveyed 
Sylph or Faery hither tending, 
To this lower world descending. 
Each invisible and mute, 
In his wavering parachute. 
























Now she works with three or four, 
Like an Indian conjurer; 
Quick as he in feats of art, 
Far beyond in joy of heart.  
Were her antics played in the eye 
Of a thousand standers-by, 
Clapping hands with shout and stare, 
What would little Tabby care 
For the plaudits of the crowd? 
Over happy to be proud, 
Over wealthy in the treasure 
Of her own exceeding pleasure! 
(William Wordsworth, ‘The Kitten and the Falling Leaves’, ll. 29-40) 
 
 
                                                                                                                                                  
植物とりわけ花は人間の人生の短さを描く際に用いられた。例えば、ロバート・へリック 
(Robert Herrick, 1591-1674) は「水仙」(‘Daffodils’) の花の生命の短さに乙女の人生の春
の短さを重ね、シェイクスピアはソネット 18 番、73 番などの中で、人生の夏や秋を移りゆ
く季節に投影している。また、ジョン・ミルトン (John Milton, 1608-1674) は叙事詩『失
楽園』(Paradise Lost) の中で、アダムが罪を犯した時、自然の中に「毒気や靄、熱い蒸気」








11 原罪と猫との関係については、前号に掲載の拙論 3-4 頁を参照。 
（40）




















とじゃれあう能力を持ちたい。」(‘Spite of care, and spite of grief,/ To gambol with Life's 
falling Leaf ’, ll. 127-128) という句でこの詩を閉じた。詩人は、「仔猫の一心不乱ぶりの仲
間になって」「手当たり次第、どんな玩具にも喜んで、/ 笑っている赤ん坊の目」に、「仔猫
の忙しいくらいの喜びを重ね」 (‘Pleased by any random toy;/ By a kitten's busy joy,/ Or 














III. 猫、瞑想する  
― T・S・エリオットの『キャッツ』と猫の名前 
 





When you notice a cat in profound meditation, 
The reason, I tell you, is always the same: 
His mind is engaged in a rapt contemplation 
Of the thought, of the thought, of the thought of his name: 
His ineffable effable 
Effanineffable 
Deep and inscrutable singular Name. 
(T. S. Eliot, ‘The Naming of Cats’, ll. 25-31) 
  
ほら、よく猫って物思いにふけっている。 
  その理由はいつも同じ。 
 猫は自分の名前について、うっとり瞑想に浸っている、 
  考えに考えて、考えに考えぬいて 







                                                  
12 エリオットの詩集『ポッサムおじさんの猫のマニュアル』(‘Old Possum’s Book of 
Practical Cats) に出てくる猫はいろいろな変わった名前をもっている。例えば、「ギャンビ
ー・キャット」(The Old Gumbie Cat) という猫がでてくるのだが、本来は「ジェニーエニ
―ドッツ」(‘Jennyanydots’) という名がつけられている。‘Jenny’ という女の子の名前に、
「いくらでも」という意の ‘any’ ，そして「斑点」の意の‘dots’ の合成語になっており、そ
の猫が「座って、座って、てこでも動かないために、ねばねばしていて、なかなかくっつ
（42）
The Naming of Cats is a difficult matter, 
It isn’t just one of your holiday games; 
You may think at first I’m as mad as a hatter 
When I tell you, a cat must have THREE DIFFERENT NAMES. 








ー、オウガスタス、ジェイムズ」といった名前である。13 「もっと洒落たの」(‘There are 
fancier names if you think they sound sweeter’, l. 9) もあり、「プラトー、エレクト、ディ
メーター」(‘Plato, Admetus, Electra, Demeter’, l. 11) など、ギリシャ神話にも登場するよ
                                                                                                                                                  
いたら離れない、gum に、すなわちギャンビー・キャットになった」(‘She sits and sits and 






















「でもネコ様にはもう一つ、別格の名前」(‘But I tell you, a cat needs a name that’s 
particular, / A name that’s peculiar, and more dignified.’ , ll. 13-14) が必要、と続く。「変
わっていて、威厳がある呼び名」「髭を左右に張りつめて、誇りを保っていられる名前」(‘Else 
how can he keep up his tail perpendicular, / Or spread out his whiskers, or cherish his 
pride?’, ll.15-16) とさえいう。これは、「マンカンストラップ、クワックソウ、／ジェリロ
ーラム」 (‘Munkanstrap, Quaxo or Coricopat/ Such as Bombalurina, or else Jellylorum14’, 
ll.18-19) などである。これらは「特別な猫にしか通用しない呼び名」(‘Names that never 








また、エリオットの詩集『ポッサムおじさんの猫のマニュアル』(‘Old Possum’s Book of 














                                                  





も、肉体的にも「乗っ取り」を行うようになった。例えば、ポール・ギャリコ (Paul Gallico, 
1895-1976) は『猫語の教科書』(The Silent Miaow) の中で、語り手の猫が、ある一家を
どうやって「乗っ取った」か、をコミカルに描いている。15 ギャリコの「これはわたしの
椅子よ」(‘This is my chair’) と題された詩は、『猫語の教科書』の語り手と同じように、ま
ずは「椅子」を乗っ取る様子が次のように描写されている。 
 
This is my chair. 
Go away and sit somewhere else. 
This one is all my own. 
It is the only thing in your house that I possess 
And insist upon possessing. 
Everything else therein in yours. 












にわたしのもの」(‘This one is all my own’) だと言い張り、更には、椅子だけは自分が「選
んだ」のだと、次のように主張する。 
 
This chair I selected for myself. 
I like it, 






る・・・」と言わせている（Gallico, p. 121）。 
 
（45）
It suits me. 
You have the sofa, 
The stuffed chair 
And the footstool.  
I don’t go and sit on them do I? 















Then why cannot you leave me mine, 
And let us have no further argument? 
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